


　金剛すこネット（金剛中学校区地域教育協議会）の設立
10 周年おめでとうございます。これまでの関係者の方々
の努力と、それを盛り上げてこられた地域の皆様に敬意を
表します。おかげさまで子ども達は地域の中で、安全かつ
安心してのびやかに成長してくれています。
　大阪府下にはさまざまなスタイルのすこやかネットが
ありますが、金剛すこネットはきわめてうまくできている
なと常々感じています。まず、組織がわかりやすく、それ
ぞれの活動内容がはっきりしています。次にそれぞれに適
切な人材が配置され、リーダーシップがいかんなく発揮さ
れています。それにより、魅力的なイベントや充実したい
ろいろな活動が展開されています。資金面でも将来を見据
えて計画的な執行がなされています。そして何よりも、地
域が大好きで地域のために率先して動いて下さる方が、た
くさんおられます。子ども達を愛し、地域全体で見守って
いこうというあつい思いをお持ちの方が大勢いらっしゃ

います。このような環境の中で育っている子ども達は幸せ
だな、と思います。中学校としましても、その大きな働き
に感謝しつつ、他の学校園（幼稚園・保育園・小学校）や
関係諸機関と共に、しっかりとタイアップして活動してい
きたいと考えています。ぜひ地域の方々も気軽に各学校園
に足をお運びください。
　最近は幼い子どもへの虐待や高齢者の所在不明など、人
と人のつながりが希薄になっていることを痛感する事件
がおこっています。人とのつながりがない中で、子ども
達のすこやかな成長は望めません。その意味で、すこや
かネットの働きはますます意義深いものとなってくると
思われます。地域の宝物である子ども達のため、今後「金
剛すこネット」がさらに発展することを祈念し、地域・家
庭・学校のつながりをさらに強固なものにするために微力
ながら力をつくしたいと思います。

　平成 13 年 12 月、伏山台小学校に於いて急遽、金剛中

学校区地域教育協議会（現在の金剛すこネット）が、設

立されました。当時私は、金剛中 PTA 並びに富田林市

PTA 会長を兼務させて頂いており協議会活動の内容等

は、早くから耳にしておりました。しかしながらコミュ

ニティ作りの件を数年も前から様々な場所で発言を繰り

返していた私にとっては、「今さらですか？」という気

持ちで納得が出来ませんでした。当時の役員も含め「出

来ないです」と反論もしましたが、既に富田林市内 8 中

学校区の内、4 中学校区が 12 年度に立ち上がっていた経

緯もあり、仕方なく時の流れるままに設立総会を開催す

る運びに至りました。13 年 6 月に役員会を開き、今後

どのような形で進めて行くのかを話し合い、当時の M 教

頭先生に助言を頂きながら、総会に向けての動きと PTA

活動を進行させて行きました。その最中に私が 10 月末、

そして 11 月末の一ヶ月もしない内に 2 度の交通事故に

遭い、入院する事となってしまいました。

　その後、総会日時が決定されていたので、打ち合わせ

は、常に病院の中で M 教頭先生や役員の方々には、大変

ご苦労をかけてしまいました。また、総会前日には、私

自身も親や病院関係者に叱られながらも無理矢理退院を

し総会に挑みました。　皆その時は、必死に総会を成功

させなければという思いでした。

　そして迎えた総会当日　外はとても寒くまだ体調不良

の私は、関係者の方々のきびきびした行動を見守ること

しかできず、逆に気を使わせてしまっただけの様にも記

憶しています。寒い中での設立総会を嚆矢したのは、当

日伏山台小学校にて青少年指導員の方々による餅つきが

あり、また多くの人たちが集まるだろうと云う事から、

協議会の意味やこれからの活動の主旨、目的を少しでも

知って頂きたいという気持ちから、同時開催させて頂き

ました。

　午前 9 時に私がスタッフの皆さんの前で挨拶をさせて

頂き、来てくださっている方々に主旨や目的を単的に話

させて頂いた後、フェスタが始まりました。反論や反発

しながら設立総会へ向けての行動、大変な思いをしなが

ら納得もいかず進めてきた当時の思い出。今思えば、M

教頭先生や当時の役員の方々、青少年指導委員の O さん

を始め、関係者の方々の温なる思いがあって現在の地域

教育協議会『金剛すこネット』を作り上げて下さったの

だと確信しております。

　教頭先生に至っては、代が変わっても協力を惜しまず、

当時の役員の方々には私同様我が子が卒業されて在校し

ていないにも拘らず 3 年から 4 年間に渡り、お手伝いし

て頂き、ご苦労ばかりかけてしまい感謝の気持ちでいっ

ぱいです。

　立ち上げ時が一番大変だったのかもしれません。そし

て　2 年目以降は、部会制を取り入れて、まずは、保護

者サイドの私達が、行動すべきと動き出し、学校関係者

との信頼の元、地域の方々にも参加を促し、行動を共に

して頂きました。合言葉を『子どもは地域の宝もの』と

してこの 10 年間、様々な事があった中で活動の骨格が

出来上がってきたのだと実感しております。次代を担う

子ども達は、社会の宝であり輝く未来の創造者でもあり

ます。

　しかしながら子ども達は今、心身共にゆとりを失くし

厳しい社会状況の中におかれているのです。人間は、生

活の中で様々な体験や人とのふれあいを通じて、生命の

尊さや他人に対する思いやり、また生きる喜びを知り、

人間関係、規範意識、社会性や公共性を身につける事が

できるのです。

　それが私達、大人社会に求められている事であり、責

任だと思っております。今の子ども達を育てることこそ

が、私達大人の未来が安泰だということなのです。だか

らこそ地域の継承者を地域で育てることのできるコミュ

ニケーション作りを目指し、地域の方々にもより深く理

解を求めるため、毎年行われているすこネットフェスタ

や 4 部会での様々な活動を、これから 10 年先 20 年先と

進めていくためにも、保護者の皆様方をはじめ、学校関

係者の皆様、地域の皆様と共に『恊働の輪』を今よりも

強固に出来るよう私自身も、子ども達の為に努力したい

と思います。今後とも地域教育協議会『金剛すこネット』

にご尽力下さいますよう宜しくお願い致します。

　皆さんこんにちは、会長の木谷です。すこネット活動

10 周年にあたり御礼ならびにご挨拶を申し上げます。日

頃よりすこネット活動に深いご理解とご協力頂きまして
誠にありがとうございます。
　子ども達をとりまく世の中を見渡してみますと、相変わ
らず先行きの見えない閉塞感漂う世情を映してか、親が子
に子が親に手をかけたり、人々の密集した都会の中で孤独
死が見つかったり、今までの日本では考えられない、また
考えにくい暗い事件や事故を多く聞きます。何かがおかし
い、日本がこわれていっている様に感じているのは私だけ
ではないと思います。
　政治や経済の不安定、利己主義や拝金主義の横行、パソ
コンからは、溢れんばかりの出所のはっきりとしない情報
や、本物と勘違いさせるような仮想世界など、どれも現実
を伴わないものに振り回されたり、原因は一つではなく多
くの要因が複雑にからみ合ってそうなったのだと思いま
す。長い時間をかけて壊れていったものです。一発で効く
ワクチンや抗生物質の様な解決策はなく 長い時間をかけ
て直していくしかないと思っています。
　ただその答えの一つとして幸いな事にこの地区には金
剛すこネットがあります。10 年という時間をかけて学校
• 家庭 • 地域が力を出し合い、連携してきました。今後共、

子ども達の明るい未来のために力を合わせていく事が
大切かと思います。
　まわりに門戸を開けてくれている学校 • 支援のために
反応の早い家庭 • 直接自分の子どもに係わっていなくとも
快く力を貸して下さる老人や地域の方々には本当に頭が
下がります。
　昔ならどこにでもいた世話好きなオバさん • 休みには
子ども達と遊んでくれるオジさん • 自分の知っている子ど
もでなくても悪い事をしていたら叱ってくれる怖いおじ
いさんなどなど、昔は人にはそれぞれ色々な役割り分担が
あった様に思います。
　人間関係の希薄さが、いわれて久しいです。また 係わ
り合いが薄い方が一見楽そうですが、豊かで楽しい人生を
送るには、いわゆる “昔型” の生き方の方が良い様に思い
ます。経験型体験型に勝る人生勉強はないものと確信して
います。
　人と人とが、子ども達の未来を考えて顔をつき合わせ
ながら知恵を出し合うこの「すこネット活動」が 10 年 20
年と言わず社会が成熟するその日まで皆で協力しあって
いきたいと思います。
　金剛すこネット万歳 !

子どもは地域の宝もの 金剛すこネット（金剛中学校区地域教育協議会）は、金剛中学校区の学校・幼稚園 / 保育園・PTA・福祉組織・町会・

自治会・老人会・こども会・NPO 法人の参加・協力を得て平成 13 年から 10 年間の活動を行ってきました。

10 周年ありがとうございます 設立総会より 10 周年を振り返って

子どもは地域の宝もの

金剛すこネット会長　木谷 和敬 金剛すこネット　前会長　菅野照枝

平成 23 年度金剛中学校長　合田　哲也

子どもは地域の宝もの
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